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序

小林市は、宮崎県の南西部、霧島火山の麓にあり、古 くは日向国十六駅の一つであ

る夷守駅の所在地に比定されるなど、歴史と伝説を残す町です。現在は花と星空と湧

水の美しい田園観光都市として発展を続けています。

当市では、年々増加する開発事業から文化財を保護するため、文化庁、県教育委員

会の補助を受けて平成 4～ 5年度の2ヶ 年事業で市内の遺跡詳細分布調査を実施し、

その結果、 150ヶ所以上の遺跡の分布が確認されました。

これらの遺跡は、古代の人々が私たちに残 してくれたかけがえのない遺産であり、

各地でこれらを保護し、整備 しようという動きが活発になっています。

この貴重な文化遺産を後世に伝えていくために今何をすべきなのか、この報告書が

それを考える一つの資料となることを願ってやみません。そのためにも、皆様にこの

報告書をご覧いただき、文化財に対する理解をより深め、事前の開発協議等に活用し

ていただければ幸いです。

最後に、調査にあたり、ご指導、ご協力いただきました宮崎県文化課の方々をはじめ、

踏査、試掘等に快 くご協力 くださいました地元の方々、また調査、整理作業に従事 く

ださいました皆様に対して厚 くおネヒ申し上げます。

平成 6年 3月

小林市教育委員会

教育長 瀬戸口 克 彦
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例

1.本書は、小林市教育委員会が平成 4～ 5年度に文化庁・宮崎県教育委員会の補助

を受けて実施した市内遺跡詳細分布調査の報告書です。また、国・県・市指定の文

化財についても合わせて報告しています。

2.指定文化財については、その指定地内等で開発事業を行う場合は、文化財保護法、

宮崎県文化財保護条例、小林市文化財保護条例等に基づく現状変更許可申請を行い、

事前に許可を得ることが必要です。

3。 本書に掲載された遺跡 (埋蔵文化財)は、すべて文化財保護法にいう「周知の埋

蔵文化財包蔵地」です。

4.「周知の埋蔵文化財包蔵地」において、土木工事等を実施しようとする場合には、

文化財保護法により「遺跡 (工事)に着手 しようとする日の 60日 前までに文化庁

長官に届け出る」必要がありますので、土木工事等の計画段階から小林市教育委員

会社会教育課 (宮崎県小林市大字細野 300番地・T E L0984-23-1111)ま たは宮

崎県教育委員会文化課 (宮崎市橘通東 1丁 目9番 10号 。T E L0985-2牛 1111)へ

事前に照会・協議してください。

また、国および地方公共団体等が土木工事等を実施する場合には、土木工事等の

通知書を提出することが必要です。

5.埋蔵文化財は、地下に埋もれている性格上、現在、未発見で工事中発見される場

合があります。その場合は、文化財保護法の規定により「その現状を変更すること

なく、遅滞なく文化庁長官に届け出る」必要があります。そのため、「周知の埋蔵

文化財包蔵地」の周辺で工事等を計画する場合は事前に小林市教育委員会社会教育

課に照会してください。

6。 本書および埋蔵文化財に関するお問い合わせは、小林市教育委員会社会教育課ま

たは宮崎県教育委員会文化課へお願いいたします。

7.本書に掲載した地図は、建設省国土地理院長の許可を得た、同院発行の25,000分

の 1地形図を複製したものです。

口
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例

1.埋蔵文化財包蔵地 (以下「遺跡」)イよ、地図上に□  (赤色)で示した。古墳の

場合、一基ずつは▲ (赤色)で、古墳群は範囲を⊂コ (緑色)で示した。また城館

跡は⊂⊃ (青色)、 指定文化財は0(青色)で示した。
2.地図の「遺跡番号」は、すべて地名表のそれと一致する。

3.「遺跡番号」は、散布地・城館跡等は一番号とし、古墳群については群に対し一

番号を付 した。

4.各遺跡を七地区に分け、1000番 台は北西方地区、2000呑台は南 西方地区、3000

香台は東 方地区、4000呑 台は真方地区、5000番台は細野地区、6000番台は水流追

地区、7000呑台は堤 地区とした。

5。 遺跡名は、原則として小字名にしたがい、一部のものについては通称・俗称によっ

た。また、遺跡範囲の明確でないものについては遺跡群とした。

6。 地図は、市内平面図 (5千分の 1)の範囲にしたがい、①～②に割付している。

地名表備考欄の九数字はこの割付番号と一致している。また、遺跡が 2区画以上に

またがっている場合は、該当する数字をすべて記している。

7.遺跡の所在地は、大字名、小字名で示した。地番については、小林市教育委員会

および宮崎県教育委員会文化課へ照会してください。

8.調査の組織

調査主体 河ヽ林市教育委員会

教 育  長

社会教育課長

社会教育係長

調  査  員

調 査 補 助 員

事主

山 口 寅一郎 (～平成 5年 12月 )

瀬戸口 克 彦 (平成 6年 1月 ～)

川 畑 正 一 (～平成 5年 3月 )

黒 木 英 夫 (平成 5年 4月 ～
)

有 薗 克 己 (～平成 5年 3月 )

原 口 勝 年 (平成 5年 4月 ～
)

川 畑 静 子 (～平成 5年 3月 )

小 田 光 秋 (平成 5年 4月 ～
)

中 村 員由美
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埋蔵文化財包蔵地地名表

1.番号は地図の番号と一致している。

2.旧番号は昭和 51年度刊行の「全国遺跡地図―宮崎県―」

3.地名表備考欄の丸数字は割付図の番号および市内平面図

号と一致する。

の遺跡番号である。

(5千分の 1)の図面番

市内割付図および字図



1.小林市の地理的・歴史的環境

○地 理 的 環 境

小林盆地は、北を四万十層群からなる裏 日向山地、西を加久藤溶結凝灰岩からな

る溶灰岩台地に、また南を霧島火山群によって囲まれている。地形は、北部の四万十

層群を基盤とする扇状地と、南部の霧島火山の溶岩流末端から形成された新旧の扇状

地、および海抜 200m前後のシラス台地とからなり、盆地底の大部分はシラス台地と

それが浸食されて形成された段丘からなり、最低位に氾濫原性低地がかなり発達して
いしとおり

いる。河川は、盆地内を石 氷 ナIIな どの小河川が流れ、合流 して大淀川の支流岩瀬川

となって東流し、西部では川内川支流の池島川が西流する。また、市内には湧水も多く、

約50ヶ 所点在する。
1)

O歴 史 的 環 境

小林市内の遺跡は、昭和40年発行の『小林市史』
動によれば、約80ヶ 所、昭和51年

度刊行の「全国遺跡地図一宮崎県―」
°には、29ヶ 所報告されている。

次に、これまで調査・報告されている遺跡について、時代別に概略を挙げる。

旧石器時代の遺跡はこれまでのところ確認されていない。

縄文時代の遺跡は、本田遺跡
4)(大

字東方字坂ノ下)、 山中前遺跡
5)(大

字細野宇

山中前)、 鬼塚遺跡
6)(大

字南西方字鬼塚)、 こまくりげ遺跡
7)(大

字細野字出の山)

などがある。なかでも本田遺跡は、前期の住居としては県内唯―であり、県指定を受

けている。

弥生時代の遺跡の調査例としては、鬼塚ヒレ廣遺跡
8)(大

字南西方字ヒレ原)の掘

立柱建物跡がある。そのほか東方、永久津、南西方で石包丁が出上しており、また、

小林小学校所蔵の重弧文土器片が知られている。

古墳時代の遺跡例は、地下式横穴墓が賞 上僚
9)(大

字真方字東二原)、 子の学
1°

(大

字泉完竜字下の平)、 耕監場
11)(大

字真方字新田場)、 え筆療
12)(大

字北西方字尾中原)

等で確認されている。また、無擁沖
3)(大

字細野字水落)、 平木場遺跡
14)(大

字南西

方字平木場)では住居跡が調査されている。

歴史時代では、日向国16駅の一つ、夷守駅所在地が大字細野字夷守に比定されてい

る。
15)平

安時代の遺跡としては、竹山遺跡
16)(大

字細野字竹山)、 こまくりげ遺跡

から布痕土器などが出上している。中世の山城では、三山城 (大字細野字城山)、 小

林城 (大学真方字下の馬場)、 内木場城 (大字東方字内木場)、 野首城 (大字東方字野首)、

岩牟ネL城 (大字東方字城ケ迫)17)な どがあり、古石塔群が穂屋下 (大字真方字穂屋下)、

大久津 (大字東方字大久津)、 下 り (大字東方字下 り)にある。近世では、水落遺跡
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で江戸時代の墓が検出されている。

小林市では発掘調査はまだ数例であり、今後の調査の進展が望まれる。

(参 考 文 献〉

1)経済企画庁総合開発局『土地分類図 (宮崎県)』  1974

2)志戸本次助『小林市史』月ヽ林市 1966

3)文化庁『全国遺跡地図―宮崎県―』 1977

4)鈴木重治「本田遺跡」『宮崎県史 資料編 考古 1』 宮崎県 1989

5)石川恒太郎「中山ノ前住居跡」『宮崎県の考古学』吉川弘文館 1968

※報告には「中山ノ前」とあるが、実際の字名は「山中前」であり、本書では後者を用いた。

6)中村員由美「鬼塚遺跡」 F/1、林市文化財調査報告書』第 3集小林市教育委員会 1991

7)田中 茂「こまくりげ遺跡」『九州縦貫自動車道埋蔵文化財調査報告』 (1)宮崎県教育委員

笠羊  1973

8)中村員由美「鬼塚ヒレ原遺跡」 F/1ヽ林市文化財調査報告書』第 4集小林市教育委員会 1992

9)永友良典 。長友郁子・面高哲郎「東二原地下式横穴墓群・下の平地下式横穴墓群」「/1ヽ林市

文化財調査報告書』第 6集小林市教育委員会 1993

10)9)に 同じ

11)面高哲郎 。長津宗重「新田場地下式横穴墓群」『宮崎県文化財調査報告書』第34集宮崎県教

育委員会 1991

12)石川恒太郎「尾中原地下式古墳」『地下式古墳の研究』帝国地方行政学会 1973

13)長津宗重 。長友郁子「水落遺跡」「/1ヽ林市文化財調査報告書』第 1集小林市教育委員会 1990

14)安楽 勉「平木場遺隊」『九州縦貫自動車道埋蔵文化財調査報告』(1)宮崎県教育委員会 1973

15)藤岡謙二郎「日向国」『古代日本の交通路Ⅳ』大明堂 1979

16)5)に 同じ

17)平部崎南『日向地誌』 1884
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2.地区別解説

1)北西方地区 (1001～ 1038)

この地区は、市内北西部に位置し、地区南部を東西に流れる石 氷 サ||、 種子田川 (大

淀川支流)お よび池島川 (川 内川支流)北岸から市北境の裏 凸
う
喬山地に至る丘陵

地帯である。南部の河川流域と数ヶ所の湧水地を除けば、全体的に水の乏しい地区

である。

遺跡は、池島川北岸の台地と真方川、永久井野川沿岸の小丘陵上に集中している。

今回の調査では、市西端の横峰迫で黒曜石製の打製石器が採集された。当市では

旧石器時代の遺跡は今まで発見されておらず、今後この時代の遺跡発見が続 くこと

が期待される。

入佐、橋谷などの池島川北岸の小台地上には縄文～弥生時代の遺物の散布がみら

れる。砂坂では昭和56、 57年 (198と 、1982)に市文化財保存調査委員会によって発

掘調査が行われ、磨製石斧、刷石、弥生土器片が多数出土している。
1°

種子田川上流の猫坂では、平成 3年 3月 に試掘調査が行われ、弥生土器片と住居

跡のような落ち込みが確認されている。また、縄文時代の集石遺構も周辺で発見さ

れている。
19)

石氷川と種子田川にはさまれた尾中原では、昭和39年 (1964)に地下式横穴墓が

1基発見され、県教育委員会によって調査が行われている。
20)

真方川、永久井野川沿岸の小丘陵上には縄文時代の遺跡が点在しており、特に永

久井野、永久津の台地上で多数確認されている。

2)南 西方地区 (2001～ 2041)

この地区は、市内南西部に位置し、市南境の霧島連山から石氷川、池島川南岸に

広がる扇状地帯で、東流する石氷川と西流する池島川の分水嶺となっている。また、

地区東部に市内の水源池である出の山池がある。

遺跡は、主に石氷川、池島川南岸の台地、霧島連山北面標高 320～ 500mの 扇状

地および出の山池周辺の丘陵上で散布が見られる。

池島川南岸の立野、枢ノ木、石氷川東岸の大出水を中心に縄文～弥生時代の遺跡

が分布 している。
21)平

木場では昭和47年 (1972)に九州縦貫自動車道建設に伴う

発掘調査が行われ、その結果、縄文土器、弥生土器、土師器、須恵器の出土と古墳

時代の住居跡が確認されている。
22)

生駒・環 野方面では縄文時代の集石遺構が 8基ほど発見されている。このうち



4基が平成 4年度に県教育委員会によって調査されている。
23)

出の山池南西の平川と、北東の上ノ園では、縄文～弥生時代の遺物が多数散布 し

ており、平成 5年度に平川で実施した試掘調査では、弥生時代と思われるピットが

確認されている。(19ペ ージ参照)ま た、同じく出の山池南にあるこまくりげでは、

昭和44年 (1969)に九州縦貫自動車道建設に伴い発掘調査が行われ、その結果、縄

文時代後～晩期の遺物・遺構および土師器、須恵器片と土壊が確認されている。
24)

3)賞拷地区 (3001～ 3038)

この地区は、市内北東部に位置し、市北境の裏日向山地から連なる丘陵を南流す

る浜の瀬川、谷の木川 (大淀川支流)が浸食し、複雑な谷を形成している。

遺跡は、浜の瀬川、谷の木川沿岸のほとんどの台地上で確認されている。河川上

流の小丘陵上では本田遺跡をはじめ、縄文時代遺跡が主であるが、中～下流沿いの

野中、嵩津を、大久津、谷ノ木、栗巣野、池田台地等では、弥生土器片等の散布が

著しく見られ、弥生時代にこれらの台地上に一大集落が営まれていたことが推測さ

れる。
25)

古墳時代の遺跡は現在のところ確認されていないが、隣接地の真方 。水流迫地区

では地下式横穴墓が多数確認されており、今後発見される可能性はある。

中世の遺跡としては、雲雀野、下 り、大久津に石塔群がある。遺構としては、野

首城、内木場 (木葉)城が浜ノ瀬川沿いに、また、岩牟礼 (岩瀬)城が岩瀬川沿い

にある。谷ノ木川東岸の西水流では石垣状の構造物が確認されており、今後の調査

が待たれる。
26)

4)真方地区 (4001～ 4013)

この地区は、市内中央部に位置 し、浜の瀬川西岸の二原台地、石氷川南岸の小

林原台地および石氷 川、真方川 (大淀川支流)流域の新田場台地からなる。

遺跡は、二原台地全域、小林原台地東部および新田場台地全域に散布が見られる。

二原台地では、弥生～古墳時代の土器片の散布が見られ、平成元年度調査された

東二原地下式横穴墓群はこの台地の南縁に位置する。また、市内で現在確認されて

いる唯―の円墳が同地下式横穴墓群南東にある。
27)

小林原台地では、縄文、弥生、近世の遺物の散布および中世の古石塔群が見られる。

また、正 覚原では以前地下式横穴墓が発見されたことがあると聞く。
28)

新田場台地では、土器片等の弥生時代遺物の散布が見られるほか、県指定史跡の

小林古墳 4～ 6号や新田場地下式横穴墓群
29)な

ど、市内の地下式横穴墓の群集地
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でもある。

5)緬島地区 (5001～ 5017)

この地区は、市内南部に位置 し、霧島連山北東面に広がる扇状地と辻の堂川、

洗 出川 (大淀川支流)な どの小河川が東流する平野部からなる。また地区東部高

原町境には湧水千谷池がある。

遺跡は、千谷池周辺の台地、辻の堂川沿岸の小丘陵、および標高200～ 400mの扇

状地で数多く確認されている。

千谷台地では池南狽1で大量の弥生土器片が出土している。辻の堂川南の小丘陵は

現在団地となっているが、造成時に大量の上器と地下式横穴墓が数基出上したこと

が伝えられている。また、中世にはこの丘上に三山 (吉留)城が築造され、真方に

小林城が造られるまで、小林の中心として栄えた。
22)同

じく辻の堂川北の小丘陵

は現在永田平公園として市民に親しまれているが、この丘の南緑からも弥生土器片

が大量に出土してしいる。

竹山、前ノ原、山中などの扇状地では縄文～弥生時代の遺物が多数出上している。

昭和38、 39年 (1963、 1964)調査された山中前追跡では縄文時代後期の敷石住居跡

が確認されている。
23)

6)水流追地区 (6001～ 6004)

この地区は、市内東部に位置し、石氷川、谷の本川と合流した浜の瀬川が岩瀬川

と名を変えて大きく蛇行 しながら東流する、その南岸の台地および平野部からなる。

遺跡は、縄文～古墳時代の遺物が出上している。この地区では以前から地下式横

穴墓がしばしば発見されることで知られており、県指定史跡小林古墳 も地下式横穴

墓と思われる。昭和56年 (1981)に畑を耕作中に 1基発見され、県教育委員会が調

査を行っている。
30

7)堤 地区 (7001～ 7011)

この地区は、市内南東部に位置し、岩瀬川西岸の台地と辻の堂川沿いに広がる平

野部からなる。台地は北東に伸びる谷に幾つも分断され、複雑な様相を見せている。

遺跡は、岩瀬川、辻の堂川沿岸の台地上に分布するが、西部の人幡原、川無を除

けば、比較的分布密度が薄いようである。しかし、岩瀬川対岸の野尻町柿川内で大

量の上器、石器が出上したとのことであり、遺跡包含層が深いため、表面採集では

確認できなかったものと思われる。時代は糸電文～弥生時代である。
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八幡原台地南縁の小林商業高校裏および川無台地南縁からは弥生土器片が出上して

いる。また、川無の西に存慶和尚の墓と呼ばれる古墓があり、地元の人々に親しま

れているが、聞き取 り調査によれば、この墓のある丘で以前内部を赤く塗った空洞

が発見されたとのことで、地下式横穴墓ではなかったかと思われる。当地区では現

在のところ地下式横穴墓の存在は未確認であるが、今後の発見が期待される。

(参 考 文 献)

18)未報告

19)未報告

20)12)に 同 じ

22)6)、 8)に同じ

23)未報告

24)7)に 同じ

25)5)に 同 じ

26)2)に 同じ

27)9)に 同 じ

28)2)に 同じ

29)11)に 同 じ

30)10)に 同 じ
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3.埋蔵文化財包蔵地地名表

→ 詑嵩誉地区 l1001～Ю刺  4堰 こ乳 銀撃循彗付畜暮で
生 Ⅲ…誠 牛 靴̈

遺跡

番号
名 称 所 在 地 種 別 時 代

旧番号
地  図

番号 備考

横 峰迫 第 1遺 跡 大字北西方字横峰追 散布地 十日 ②

横 峰迫 第 2遺 跡 大字北西方字横峰迫 散翡地 縄・弥 ②②

入 佐 遺 跡 群 大字北西方宇横蜂迫、上入佐 散布地 縄 。弥 ②②

上 入 佐 遺 跡 大字北西方字入佐 散布地 縄・弥 ②

橋 谷 遺 跡 群 大宇北西方字上入佐、橋谷 散布地 縄・弥 ②

砂 坂 遺 跡 群
大字北西方字下入佐、粥餅田、大字

南西方字巣日、鷹巣、枢ノ木
散布地 縄・弥 ④

猫 坂 遺 跡 群
大字北西方字猫坂、楠原、北牟日、

西牟田
散布地 弥

②③

平成 2年

度試掘

中 道 遺 跡 大字北西方字中道 散布地・
集石 縄・弥 ③

調 練 場 遺 跡 大学北西方字調練場 散本地 弥 ③

1010 観 請 原 遺 跡 群 大字北西方字調練場、観請原 散布地 縄・弥 ③

下 鷹 塚 遺 跡 大学北西方宇下鷹塚 散布地 弥 ③

尾 中 原 遺 跡
大字北西方字尾中原、穴水、穴水迫、

石塚
散布地 弥 ③

深 草 迫 遺 跡
大字北西方字草迫、弓場成、調練場、

観請岡
散布地 不 明 ①

弓 場 成 遺 跡 大字北西方字弓場成 散布地 不明 ③

小 桑 ノ 木 遺 跡 大字北西方字小桑ノ木 散布地 不 明 ③

1016 石 氷 遺 跡 大字北西方字石氷 散布地 弥 ①

七 ッ 出 遺 跡 大字北西方字七ソ山 散布地 縄 ①

西 之 迫 遺 跡 大字北西方字七ソ山、西之迫 散布地 縄 ③

岡原 後 第 1遺跡 大字北西方字西之迫、岡原、岡原後 散布地 縄 ③

岡原 後 第 2遺 跡 大字北西方字岡原後 散布地 縄 ③
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跡

号

遺

番
名 称 所   在   地 種 別 時 代

旧番号
備 考

地図1番号

岡 原 第 1遺 跡 大字北西方字岡原、西之追 散布地 縄 ③

岡 原 第 2遺 跡 大字北西方字岡原 散本地 縄 ③Э

槍 ヶ 迫 跡 群 大学北西方宇槍ケ追 散布地 縄・弥 ③

岡 原 渡 遺 跡 大字北西方字岡原渡 散布地 縄・弥 ③

本 分 八 重 遺 跡 大字北西方字木ケ八重 散布地 縄 ④

勘 ナ山第 1遺跡 大字北西方字勘ヶ山、松ヶ尾 散布地 縄 ④

勘 ヶ山第 2遺跡 大字北西方宇勘ケ山 散布地 縄 ④

東川窪第 1遺跡 大字北西方字東川窪 散布地 縄 ④

東川窪第 2遺 跡 大字北西方字東川窪 散布地 縄 ④

大 平 遺 跡 群 大字北西方字大平、東川窪 散布地 縄 14--23 ④

1031 西 川 窪 遺 跡 大字北西方字西川窪、大平 散布地 糸電 ④

蕪入井島遺跡群大字北西方字永久井野 散布地 縄 ④

箪桂占迫遺跡大字北西方字黒仁日、黒仁田迫 散布地 縄 14--25 ④③

黒 仁 田 遺 跡 群
大字北西方字黒仁日、黒仁田迫、柏

木山、有村
散布地 縄・弥 ③

深 草 遺 跡 大字北西方字深草 散布地 弥 ③

森 吹 遺 跡
大字北西方字鳥越、久津原、今村、

前ノ原
散布地 弥 ③

1037 注手占遺跡群大字北西方字種子田、種子田原 散布地 縄・弥 ③ 9

尾中原地下式横穴墓 大字北西方字尾中原
地下式横
穴墓 古 14-… 22 ③

2)管嵩折地区 (2001～ 2041)

跡

号

遺

番
名 称 所 在 地 種 房J 時  代

旧番号
備 考

地図 1番号

平 木 場 遺 跡 大字南西方字ガラガ追、山仁田 散布地・
集落跡

縄～古 14-21 ⑦

2002 立 野 遺 跡 大字南西方字黒眈、立野 散布地 縄 。弥 ②

枢 ノ木第 1遺 跡 大字南西方字枢ノ木、無頭 散布地 縄 ②
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遺跡

番号
名 称 所 在 地 種 】J 時 代

旧番号

備 考

地図 番号

極 ノ木 第 2遺 跡 大字南西方字枢ノ木 散布地 縄 ⑦

一重原第 1遺跡群

大字南西方宇三本松、粥餅田、中尾、
一重原、大字南西方字枢ノ木、一重

原

散布地 弥 ②

2006 一重原 第 2遺 跡 大字南西方字枢ノ木、一重原 散布地 縄・弥 ⑦

一重原 第 3遺 跡 大字南西方字一重原 散布地 弥 〇

人 参 場 遺 跡 群 大宇南西方字一重原、猫塚、鬼塚 散布地 弥 ⑦③

黒 沢 津 遺 跡 群
大字南西方字鬼目、黒沢津 肥 、無頭、

鬼塚、前鬼塚、小ノ山
散布地 縄 ⑦②

鬼 塚 遺 跡 群 大字南西方字鬼塚、仁田木、ヒレ原 散布地 縄・弥 ②②

2011 下 木 場 遺 跡 群
大字南西方字下木場、北 肥 、芹川山、

大出水
散布地 縄・弥 ②9②④

大 出 水 遺 跡 群
大字北西方字大出水、ヒレ原、宇都、

芹川山
散布地 縄・弥 ⑫

宇 都  遺  跡 大字南西方字宇都 散布地 縄・弥 ⑫

堂 九 遺 跡 大字南西方字堂丸 散布地 縄・弥 ⑫

小 ノ 山 遺 跡 大字南西方字小ノ山 散布地 縄 ⑫

窪 田 遺 跡 大字南西方字窪日刈日、今石 散布地 弥 〇

刈  目 遺  跡 大字南西方字下尻 散布地 弥 ③

2018 十 三 塚 遺 跡 群
大字南西方字今別府、杉玉、下水流、

十三塚、板橋、大字細野字売 子 木
散布地 縄・弥 ①③O⑭

2019 広 庭 第 1遺 跡 大字南西方字広庭、横道、平川谷 散布地 縄・弥 ○

2020 板 椅 遺 跡 大字南西方字板橋 散布地 弥 ⑬

2021 広 庭 第 2遺 跡 大字南西方字広庭 散布地 系毛 ○

2022 広 庭 第 3遺 跡 大字南西方字広庭 散布地 糸亀 〇

2023 槍 木 平 遺 跡 群 大字南西方字槽木平、今石、生駒 散布地 弥 〇

2024 巣 ノ 浦 遺 跡 大字南西方字天神山 散布地 弥 〇

2025 孝 の 子 遺 跡 大字南西方字瀬戸岡 散布地 不明 ○
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遺跡

番号
名 称 所 在 地 種 】じ 時 代

旧番号
備 考

地図 1番号

千 才 遺 跡 群 大字南西方字千才 散布地 縄・弥 ⑫

2027 環 野 遺 跡 群 大字南西方字環野 散布地 縄・弥 ⑫

2028 生 駒 第 1遺 跡 大字南西方学生駒
散布地・
集石

縄 17-1 ②③

天 神 山 遺 跡 大字南西方字神出、生駒
散布地・
集石

縄 ②O

2030 生 駒 第 2遺 跡 大字南西方字生駒 散布地 縄・弥 〇

生 駒 第 3遺 跡 大字南西方字生駒 散布地 縄・弥 ④

2032 平 川 第 1遺 跡 大字南西方字平川、生駒 散布地 縄・弥 17-2 〇

平 川 第 2遺 跡 大字南西方字平川、出の山 散布地 縄・弥 ⑬

こ ま く りげ遺跡 大字南西方字出の山、神の原 散布地 縄～弥 17-4 ⑬⑬

2035 上 ノ園第 1遺 跡 大字南西方字出の山 散布地 縄・弥 〇

2036 上ノ園第 2遺 跡 大字南西方宇出の山、神の原西 散布地 縄 ○

隷罰魯遺跡大宇南西方字出の出 散布地 縄 17-3 〇

2038 南 ヶ丘 第 1遺 跡 大字南西方字平川、生駒 散布地 縄・弥 ⑬O

南 ヶ丘第 2遺 跡 大字南西方字平川、生駒 散布地 縄・弥 ∞

南 ヶ丘 第 3遺 跡 大字南西方字平川、出の山 散布地 縄・弥 ③ O

堂 ノ 尾 遺 跡 大字南西方宇堂ノ尾 散布地 縄 〇

3)雙折地区 (3001～ 3038)

跡

号

遺

番
名 称 所 在 地 種 別 時 代

旧番号
備 考

地 図 番号

本 田 遺 跡 大宇東方字坂ノ下 散布地 縄 14--10 ①県指定
史跡

富 元 遺 跡 大字東方宇風呂本 散布地 縄 ⑤

平 瀬 野 遺 跡 大宇東方字長迫、大迫 散布地 縄 ④

上 菌 遺 跡 大字東方字上薗、高塚、寺地、中屋敷 散布地 糸亀 ⑤

格 需 遺 跡大字東方字橋満 散布地 弥 ⑤

野 首 遺 跡 群 大字東方字寺地、中屋敷、野首、内閣 散布地 系電 ①③9
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跡

号

遺

番
名 称 所 在 地 種 冴U 時  代

旧番号
備 考

地 図 番号

3007 雲 雀 野 遺 跡 群
大字東方字雲雀野、オカラ木、大字

真方字井手神、野神原
散布地 縄・弥 14--24 ④③

3008 オ カ ラ 木 遺 跡 大字東方字オカラ木、桃木野 散布地 縄 ④

後 窪 遺 跡 大字東方字後窪、オカラ木 散布地 縄 ④

野  中 遺  跡 大字東方宇平才原、野中田 散布地 弥 ⑤⑩

平 才 原 遺 跡 群 大字東方字平オ原、野中田 散布地 弥 ③⑩

前 田 遺 跡 大字東方字前田 散布地 弥 ⑤⑩

水 天 山 遺 跡 辞
大字東方字水天山、遊木猿、池ノ原、

島本
散布地 縄 ⑩

池 ノ 上 遺 跡 大字東方字池ノ上、池ノ原 散布地 不明 ⑩

小 原 遺 跡 大字東方字小原 散布地 縄 ⑩③

内木場 (木葉)城跡 大字東方字内木場 散布地・
城跡 縄・中 ⑩

大 丸 遺 跡 大字東方字飯谷、赤木、木場前 散布地 弥 ⑩

嵩津農遺跡大字東方字高津佐 散布地 弥 ⑩

梶 ノ 場 遺 跡
大字東方字高津佐、梶ノ場、大原、

下津佐
散布地 弥 ⑩

下 津 佐 遺 跡 大字東方字下津佐、 集 散布地 弥 ⑩

3021 山 代 遺 跡 大字東方字山代 散布地 不 明 ①

3022 立 山 遺 跡 大字東方字立山、上薗 散布地 糸亀 15-7.8 ⑩

3023 谷 ノ 木 原 遺 跡 大字東方字溝永原 散布地 縄・弥 15-9.10 ⑩

3024 満 永 原 遺 跡 大字東方字満永原 散布地 縄・弥 ⑩⑮

3025 西 水 流 遺 跡 大学東方字西水流
地
？

布
館

散
城

弥・中 ? 〇

崩 測 第 1遺 跡 大字東方字崩測 散布地 縄 〇

3027 立 山 前 遺 跡 群
大字東方字立山前、崩測、地堂測、

茶磨川
散布地 縄・弥 18-1 ⑩ O

大 久 津 遺 跡 大字東方字大久津、西水流、竹之迫
散布地
石塔

弥 。中 ⑩⑮

3029 今 別 府 遺 跡 大字東方字今別府 散布地 弥 〇
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遺跡

番号
名 称 所 在 地 種 別 時  代

旧番号
備 考

地図 1番号

3030 総来療第1遺 跡大字東方字梅木原、大久津 散布地 縄・弥 ⑮

崩 測 第 2遺 跡 大字東方字崩測 散布地 弥 ⑮

3032 梅木原第 2遺跡 大字東方字梅木原 散布地 縄・弥 ⑮

3033 業真玲遺跡大字東方字栗巣野 散布地 縄・弥 ⑮

地 堂 測 遺 跡 大字東方字地堂測、茶磨川 散布地 縄・弥 〇

永 野 遺 跡
大字東方字永野 散布地 縄・弥 ⑮

3036 池 田 遺 跡 大字東方字池田、城 ヶ迫 散布地 弥 ⑮

3037 野 首 城 跡 大字東方字野首 城館 中 ⑤

岩牟礼 (岩瀬)城跡 大字東方字城ケ追 城館 中 ⑮

4)貴折地区(4001～ 4013)

遺跡

番号
名 称 所 在 地 種 】」 時 代

旧番号
備 考

地図1番号

操揚枝療遺跡大字真方字部 散布地 弥 ①

4002 二 原 遺 跡 群

大字真方字高山、杵別府、北二原、

瀬ノロ、東二原、下三原、大豆別府、

松の元、萩谷

散布地 。

古墳
弥・古 ③⑩

山 宮 遺 跡 大字真方字杵別府、長者 散布地 縄・弥 ③

泉努番遺跡大字真方字木切倉 散布地 弥 ⑩

4005 ∵ 覺療遺跡大字真方字正覚原、餅田
散布地・地下
式横穴墓

弥・古 14--27 ③

耕酷場遺跡群大字真方字新田場、萩谷、松の元 散布地 弥・古 15-6 ③⑩

ふ与甜脈遺跡群
大字真方字海蔵、北小林原、南小林原、

大字水流迫字小林原、野中、荻窪
散布地

縄・ 弥・

近
⑭

小 林 城 跡 大字真方字下の馬場 城館 中・近 17-6 ③⑭

小林古墳 (4号 ) 大字真方字新田場
地下式横
穴墓

古
③県指定
史跡

4010 小林古墳 (5号 ) 大字真方字松の元
地下式横
穴墓

古
③県指定
史跡

小林古墳 (6号 ) 大字真方字新田場
地下式横
穴墓

古
①県指定
史跡
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遺跡

番号
名 称 所 在 地 種 別 時 代

旧番号
地 図

番号 備考

東二原地下式横穴基群 大字真方字東二原 地下式横
穴墓 古 ⑩市指定

史跡

新田場地下式横穴墓群 大字真方字新田場 地下式横
穴墓 古 ③⑩

1よそ の

5)細野地区 (5001～ 5017)

遺跡

番号
名 称 所 在 地 種 男J 時 代

旧番号
地図

番号 備考

神 の 原 遺 跡 大字細野宇神の原、牛塚、宮ノ原 散布地 縄 O⑬

登 立 遺 跡 群

大字細野宇登立、水 落 、中島、新山、

脇ノ上、脇元、谷添、椿ヶ根、宮ノ原、

東宮ノ原

散布地 弥～古代 ③99③

三出 (吉留)城跡 大字綱野字城山、鳥居元
地下式横穴
墓・城館

古 。中 ⑭

永 田 平 遺 跡 大字細野字永田平 散布地 弥 ⑭

八 反 遺 跡 群
大字細野字八反、山神原、夷守、青木、

湾津
散布地 弥～古代 ⑭⑩

千 谷 遺 跡 群 大字細野字千谷、湾津 散布地 弥～古代 17-9 ⑩

東 宮 ノ 原 遺 跡 大字細野字東宮ノ原 散布地 弥 〇

夷 守 遺 跡 大字細野字夷守、青木 散布地 弥 17-10 ⑩

大 王 第 1遺 跡 大字細野字大王 散布地 縄・弥 ⑬

大 正 第 2遺 跡 大字細野字大王 散布地 縄・弥 ⑬

竹 山 遺 跡 大字細野字竹山 散布地 縄・弥 Θ⑩

5012 前 ノ 原 遺 跡 群
大字細野字前ノ原、石坂ノ下、竹山、

千谷原
散布地 縄・弥 17-11 〇〇

山 中 遺 跡 群 大字細野字山中、今坊 散布地 弥 17--2 〇〇

山 中 前 遺 跡 大字細野字山中前 散布地 縄・弥 ◎ ④

瀬 田 尾 遺 跡 大字細野字山中前 散布地 弥 ④

小林古墳 (2号 ) 大字細野字城山 地下式横
穴墓 古 ⑭県指定

史跡

小林古墳 (3号 ) 大字細野字城山 地下式横
穴墓 古 ⑭県指定

史跡
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6)泉鳥通地区 (6001～ 6005)

跡

号

遺

番
名 称 所 在 地 種 別 時 代

旧番号
備 考

地 図 番号

穂 屋 下 遺 跡 大学水流迫字穂屋下、荻窪、上薗 散布地 弥 ⑭ O

下 ノ 平 遺 跡 群
大字水流迫字下ノ平、松原、村ノ前、

岩瀬口、大字堤字金鳥居、矢櫃迫
散布地 矢・古

⑮県指定

史跡

6003 小林古墳 (1号 ) 大字水流追字下ノ平
地下式横
穴墓

古 18--2 〇

下ノ平地下式横穴群 大字水流迫字下の平
地下式横
穴墓

古 ⑮

6005 松 原 遺 跡 大字水流迫宇松原、大字堤字金鳥居 集石 縄 ⑮

7)堤 地区 (7001～ 7011)

跡

号

遺

番
名 称 所 在 地 種 別 時 代

旧番号
備 考

地図 1番号

7001 火講療遺跡大学堤字八幡原、永田平、一本杉 散布地 弥 ⑭

堤 遺 跡 群 大字堤宇西ノ原、水呑迫、前門塚 散布地 不明 ⑭

7003 川 無 遺 跡 群 大字堤字宇都、中尾、三本松 散布地 弥 ⑩

7004 闇梅家遺跡群大字堤字内侍塚、矢櫃迫、後迫 散布地 弥 ⑮⑩

7005 平 瀬 遺 跡 大字堤字平瀬 散布地 縄 ⑩

7006 岩 瀬 遺 跡 大宇堤字岩瀬、内侍塚、三松 散布地 古 ⑩

7007 木 場 遺 跡 大字堤字所 返 、柏 萩 散有地 弥 ⑩

前 ノ 迫 遺 跡 大字堤字前ノ迫、所返、中ノ迫 散布地 弥 ⑩

7009 棒 野 遺 跡
大字堤字構野、中ノ迫、黒八重、一

本格
散布地 弥～古代 ⑩

向羞ヶ宰遺跡大字堤字樺野 散布地 弥 ⑩

ピ 宵笠 遺跡大字堤宇正月返、棒野 散布地 弥 ⑩
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試 掘 調 査

1)生駒地区 (大字南西方字平川生駒)

2)橋谷地区 (大宇北西方字粥餅田)

3)杉玉地区 (大字南西方宇杉玉)



平成 4年度

1)生駒地区 (大字南西方宇平川、生駒)

調査地点の現況は、原野、畑地である。平成 4年12月 に踏査を行い、試堀調査を

平成 5年 1月 27日 から1月 29日 の3日 間にわたって実施した。調査方法は、重機で

1.5m× lo～ 30mの トレンチを9ヶ所、その他に lm× 4mの手堀 リトレンチを7ヶ

所設定した。基本層序は、第 0層 :表土、第 I層 :黒褐色火山灰土 (黒ボク土)、

第Ⅱ層 :黒褐色火山灰上、第Ⅲ層 :橙色火山灰土 (ア カホヤ)、 第Ⅳ層 :暗青灰色

土 (カ シヮバン)である。土層の残存状態はおおむね良好である。試掘調査の結果

としては、踏査ではほぼ全域でかなりの弥生土器の散布が見られるにもかかわらず、

遺構は確認できなかった。しかし、土層の残 りが良いことから考えるに、この地域

では広い範囲で弥生時代の集落跡と思われる遺跡が存在するが、その密度はかなり

低いものと推測される。なお、今回試掘できなかったA地点では、開墾時に多数の

石斧、土器等が出上したとのことである。

なお、B地点は特産物販売所建設予定地であるため、市農林課の依頼により、平

成 5年 6月 10日 から平成 5年 7月 12日 の9日 間にわたって調査を行っている。その

概要については、調査の結果、遺構・遺物は、アカホヤ面にピットが33基、黒褐色

土中より弥生土器片および刷石がアカホヤ面に確認されている。

F▼

1

,・

も

iバ ヽ
Ⅲ

第 2図 平成 4年度試掘位置図 (小林インターチェンジ南)(縮尺1/5,000)

醐 部分は遺物散布地

〉

Ｎ
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缶
弊
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平成 5年度

2)橋谷地区 (大字南西方字粥餅田)

調査地点の現況は、畑地である。試

掘調査は、平成 5年 7月 19日 から7月

21日 までの 3日 間にわたつて実施 し

た。調査は、手堀 りで 1.5m× 1.5m

のトレンチを4ヶ 所設定した。基本層

序は、第 0層 :表上、第 I層 :黒褐色

火山灰土 (黒 ボク土)、 第Ⅱ層 :暗褐

色火山灰土、第Ⅲ層 :橙色火山灰土 (ア

カホヤ)、 第Ⅳ層 :暗青灰色土 (カ シ

ヮバン)である。上層の残存状態はお

おむね良好である。調査の結果、第 2

トレンチ第 I層 より石器を2点、表面

採集で土器片を数点出土したが、遺構

は確認できなかった。

3)杉玉地区 (大字南西方字杉玉)

調査地点の現況は、林地である。試

掘調査は、平成 5年 7月 26日 から8月

1日 までの 3日 間にわたつて実施 し

た。調査は重機で85cm× 8mの トレン

チを 4ケ 所設定 した。基本層序は、第

0層 :表土、第 I層 :黒褐色火山灰土

(黒ボク土)、 第Ⅱ層 :暗褐色火山灰上、

第Ⅲ層 :橙色火山灰土 (ア カホヤ)、

第Ⅳ層 :暗青灰色土 (カ シワバン)で

ある。土層の残存状態は極めて良好で

ある。調査の結果、遺物、遺構ともに

確認できなかった。

図版 1 作業風景 (橋谷地区)

図版 2 試掘状況 (杉玉地区)
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指定文化財一覧

O無形民俗文化財、動産は除く

○下記の文化財については、埋蔵文化財包蔵地地名表に記載している。

・県指定史跡 小林古墳 6基 (遺跡番号 :4009。 4010,4011・ 5016・ 5017・ 6003)

。県指定史跡 本田遺跡 (遺跡番号 :3001)

・市指定史跡 東二原地下式横穴墓群 (遺跡番号 :4012)

○備考欄の九数字は遺跡分布地図の割付番号である。

No 名 称 種 別 指定別 所  在  地 指定年月日 備考

エヒメアヤメ自生南限地 天然記念物 国
大 字 南 西 方 8008-1～
8008-17 昭和43年 6月 14日 ⑬

2 伊 東 塚 史  跡 県 大字真方160-2 昭和9年 4月 17日 ⑭

０
０ 六 地 蔵 遥有形文化財 県 大字水流迫154-6 昭和40年 8月 17日 ⑮

4
えい   にん

永 仁 の 碑 有形文化財 市 大字堤4716-2 昭和52年 4月 1日 ⑮

5
しん でん lF

新 田場の田の神 有形文化財 市 大字真方5128-3 平成2年 3月 28日 ⑩

6
ほ や した

穂屋下古石塔群 有形文化財 市 大字水流通885 平成2年 3月 28日 ⑭

7
おお く つ

大久津古石塔群 有形文化財 市 東方二区大久津 平成2年 3月 28日 ⑮

8 橋刹氷
』
石 有形文化財 市 北西―の東区石氷 平成2年 3月 28日 ③

9 橋
″
満

脱橋 有形文化財 市 東方一区橋満 平成2年 3月 28日 ⑤

10 東方大九太鼓橋 有形文化財 市 東方二区大丸 平成2年 4月 28日 ⑩

東栗巣野六地蔵経 有形文化財 市 大字東方804 平成4年 10月 26日 ⑮

，

，

か0も ち だ

粥餅 田古戦場跡 史  跡 市 大字北西方2450-46 平成4年 10月 26日 ①

13
なが く い の

永久井野かくれ念仏洞 史  跡 市 大字北西方4160-7 平成4年 10月 26日 ④

14 椿
家
楽

う
有 天然記念物 市 大字真方4896 外3 平成5年 10月 6日 ③③⑭
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